
昔
、
鹿
屋
で
起
き
た
出
来
事
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！

鹿屋競馬場での草競馬（札元１丁目、寿４丁目）

写真で見る「かのや」の今・昔

住宅地が広がる札元１丁目辺りには、かつて「鹿屋競馬場」があり

ました。昭和４年に西原地区から移転したこの競馬場では、昭和 40

年ごろに廃止されるまで公営の草競馬が開催され、手に汗握るレー

スが行われました。競馬場の直線やカーブの一部は、現在も道路と

して残っており、地図上でもその名残を確認することができます。
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今
か
ら
１
０
３
年
前
の
大
正
４
年
、

私
鉄「
南な

ん
ぐ
う隅
軽け
い
べ
ん便
鉄
道
」
が
鹿
屋
〜
高

須
間
で
開
業
し
、
鹿
屋
の
鉄
道
の
歴
史

は
始
ま
り
ま
し
た
。
軽
便
鉄
道
は
、
小

型
の
機
関
車
や
車
両
を
使
う
簡
易
な
構

造
の
鉄
道
。
軽
便
鉄
道
の
線
路
幅
は

７
６
２
㎜
で
、鉄
道
の
標
準
で
あ
る
１
，

０
６
７
㎜
に
比
べ
、狭
い
も
の
で
し
た
。

　

当
初
の
鹿
屋
駅
は
、
向
江
町
に
あ
る

三さ
ん
か
く角
池
の
辺
り
に
置
か
れ
、
そ
の
周
辺

は
急
速
に
発
展
し
ま
し
た
。
大
正
９
年

に
鹿
屋
〜
高
山
間
が
開
通
す
る
と
、
線

路
の
折
り
返
し
が
必
要
に
な
っ
た
た

め
、鹿
屋
駅
で
は
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク（
車

両
の
進
行
方
向
を
前
後
反
対
に
切
り
替

え
る
こ
と
）が
行
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

昭
和
13
年
、
古
江
〜
串
良
間
の
線
路

幅
を
国
鉄
に
合
わ
せ
て
広
げ
る
改
修
工

事
が
完
了
。
古
江
か
ら
志
布
志
ま
で
が

同
じ
線
路
で
つ
な
が
り
ま
す
。
路
線
名

は「
国
鉄
古
江
線
」
と
改
称
さ
れ
、
鹿

屋
駅
は
共
栄
町（
現
在
の
市
役
所
）
に

移
転
し
ま
し
た
。
移
転
に
よ
り
、
鹿
屋

駅
で
の「
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
」
が
実

現
し
た
こ
と
で
、
以
降
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
は
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
62
年
、
業
績
不
振
に
よ
り
国
鉄

大
隅
線
は
廃
線
。
鹿
屋
駅
跡
の
一
角
に

建
つ
市
鉄
道
記
念
館
で
は
、
大
隅
線
の

貴
重
な
資
料
や
当
時
の
映
像
な
ど
を
展

示
し
、
そ
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
同
記
念
館
が
開
館
し
て
30

年
に
あ
た
る
年
。
10
月
14
日
の「
鉄
道

の
日
」
に
は
、
市
役
所
で「
国
鉄
大
隅

線
を
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
、
講
演
や

こ
の
日
だ
け
の
特
別
展
示
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
市
内
に
鉄
道
が
通
っ
て
い
た

頃
を
知
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。

軽便鉄道（左）と軽便鉄道（左）と
国鉄（右）のレール国鉄（右）のレール

向
江
町
に
あ
っ
た「
鹿
屋
駅
」軽便鉄道

大正10年ごろの地図。鹿屋駅で
線路が折り返している。

向江町の駅跡付近向江町の駅跡付近

昭和38年

今
昔
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